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 北九州市は近代工業の黎明期や、その後のわが国経済の成長に重要な役割を果たしてきました。

言うまでもなく、その牽引車となったのは鉄鋼業を代表とする基礎素材型産業群で、それにより

北九州市は日本を代表する企業城下町型産業集積を形成してきました。この基礎素材型産業によ

る企業城下町が形成されたことで、地域の企業間取引にも他地域とは異なる特徴が見出せます。

すなわち、親企業と下請といったタテの取引関係が形成されたことです。一方、加工組立型産業

を有する地域、東京都大田区や東大阪市といった都市型産業集積を形成している地域では、中小

企業同士のヨコの取引関係が見られます。そこでは、中小企業がネットワークを組みながら、共

同受注や共同開発を行うなどの新しい取り組みを行っております。こうしたネットワークグルー

プは、従前の異業種交流とは異なった動機で活動をはじめたところが多く、実績をあげていると

ころが多いことにも特徴があります。 

現在、基礎素材型産業にとどまらず、加工組立型産業においても親企業のリストラや海外進出

が進められており、親企業に頼っているだけの下請企業は厳しい状況に立たされています。そこ

で中小企業にも自立化が求められるわけですが、経営資源の乏しい中小企業において、1 社単独

での自立化には困難がつきまといます。こうした中小企業が自立化するひとつの方策として、中

小企業のネットワークを形成することが考えられます。 

北九州市を振り返ってみますと、歴史的にタテの取引関係を形成してきたこともあり、現在の

ところこうした中小企業のネットワークは形成されていないように思われます。しかし、北九州

市の中小企業の自立化や地域の活性化には中小企業のネットワーク化が必要で、意識的にこれを

形成していくことが重要であると思われます。 

こうした問題意識から、2003 年４月に当研究所のプロジェクトのひとつとして「北九州市中小

製造業の自立化に向けた調査研究会」を発足させました。メンバーには企業経営者、金融機関、

研究者、行政、経済団体など各方面の方々に参加していただき、毎月の研究会や先進地へのヒア

リング調査を実施し、議論を深めてきました。今回の報告書はこの 1 年間の成果を取りまとめた

ものです。地域中小企業の自立化や地域経済・産業の活性化を考える上で少しでもお役に立てば

幸いです。なお、この研究会の主査は、当研究所の池田 潔助教授が担当しました。 

 

2004 年 3 月 

 

                                 北九州市立大学 

                                 北九州産業社会研究所 

                                  所長 山﨑克明 
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